
 

 

 

 

１ 本校の概要 

 本校は川口駅西口近くに位置し、教育活動に協力的な

地域である。地域から読み聞かせボランティア、図書ボ

ランティアの協力も得て、読書活動を進めている。学校

図書館は、低学年用と高学年用の２つが設置されている。 

 

２ 本校の実践 

 ⑴ 実践の視点 

  ・ 読書に親しむ態度や読書週間に関わる取組 

  ・ 司書教諭・学校図書館司書などを活用した取組 

 ⑵ 実践の概要 

  ア 継続的に読書に取り組む活動 読書貯金 

   読書の記録として、１年間記入していく。10 冊読

み終える毎に、本店（校長室）に持っていき報告、店

長（校長先生）より、コメントを書いてもらう。 

            １年目…13,340冊  

            ２年目…16,020冊 

             ３年目…19,810冊 

     420／524名  

（全校児童の 80％の児童が来室） 

イ 図書委員会が推進する読書活動 

   10 月の読書月間では、日頃の活動に加え、図書委

員が読書活動推進の取組を考え実施した。 

① クラス対抗ポイント取り合戦 

    読書月間の 1 か月間で、休み時間に学校図書館

の本を何冊借りたかを競う。 

② 読書リレーと感想の共有・分類 

    各クラス４人～６人（学年に応じて）のグルー

プを作り、１か月間で１冊の本をリレー形式で読

書する。ゴールしたら、グループで話し合い自分

たちの感想に近い気持ちの分

類にカードを貼る。カードを

貼る場所を児童がよく通る廊

下にしたところ、活動後の振

り返りを全校で共有すること

ができた。 

ウ 司書教諭による学校図書館を活用した授業実践 

１年生 としょかんへいこう ４年生 百科事典の使い方 

ポップづくり 

２年生 図書館たんけん ５年生 図書館を使いこなそう 

３年生 図書館たんていだん ６年生 主張と事例（情報） 

 ① 前４年生→現４年生への挑戦状 

    昨年、４年生に百科事典の授業をした際に、問

題づくりをした。その問題を

今年の４年生が百科事典を使

い解決した。 

   ② 多様性に応じた配架の工夫 

    学校図書館司書の提案で、幼児向けの本のコー

ナーを作った。少し落ち着きたい時、入学したば

かりの１年生を安心させたい時の利用、また日本

語が難しい外国籍の児童の利用等を考えながら配

架した。 

 

 

 

              

３ 成果と課題 

 ⑴ 成果 

  読書貯金では、今年度の半年間で 70％の児童が 10

冊以上参加し、特別な読書活動のない時でも定期的に

校長室に届ける児童が増えた。活動が定着したことが

わかる。 

  また、読書月間の取組を通して、学級単位で学校図

書館を活用することが多くなった。 

読書リレーでは、感想をグループで話し合いながら

掲示することで、考えを交流し、共有することにもつ

ながった。 

⑵ 課題 

  ① 継続した児童の読書活動への意欲を保つ働きかけ 

  ② 情報センターとしての環境の工夫と提示の仕方

⑶ おわりに 

  子供たちと職員が一緒になって取り組んでいくこと

の効果と大切さを感じている。学校長が読書貯金に携

わって３年目。多くの児童が活字に抵抗なく読書をし

ている６年生の様子から、積み重ねてきた読書活動が

定着してきたと感じる。 
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